
 

具体的な施策・重要業績評価 

指標(ＫＰＩ)進捗状況評価票 

【令和元年度 １２施策】 

(審議用) 
 

 

 

 

 

 

 

№ 具体的な施策名         

1 市内企業の経営支援      

2 多様な人材の就労支援     

3 起業・創業の支援      

4 市の魅力を高め、知名度を向上させる活動の推進  

5 地域の連携によるにぎわいの創出    

6 歴史や文化、スポーツに触れる機会の充実   

7 安心して妊娠・出産できるサポート体制の充実  

8 安心して子育てができる環境の整備    

9 防災・防犯体制の強化     

10 公共施設・インフラの計画的な管理及ぶ運営  

11 地域交流・活動の促進     

12 空き家などの活用      

 

資料４ 



具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：令和元年度） 

 

基本目標 １ 市内産業の振興と起業・創業の推進による雇用の確保 

基本的方向 １ 市内産業の経営安定化による雇用機会の維持（経営基盤の強化） 

具体的な施策 ① 市内企業の経営支援 

主担当課 産業振興課 

施策概要 

・むさし府中商工会議所と連携し、経営指導や金融支援などといった経営支援を 

行い、雇用の確保と地域経済の活性化を目指します。 

・商店街のより一層の活性化に向けた取組を支援します。 

・産・学・金・官の連携等を図り、新たな商品開発や人材交流につなげ、市内産

業の振興を支援します。 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27 年度 Ｈ28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 融資実行件数 件 

300 

292 283 252 243 247 272 

 Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ 

② 
商店街イベント事業

補助金交付商店会数 

 

件 

32 

28 30 30 29 29 28 

 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

③ 
技術相談を行った 

件数 
件 

470 

463 456 407 462 536 516 

 Ｂ Ｃ Ｂ Ａ Ａ 

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【令和元年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①事業資金融資利子補助について、過去３年間の申込件数は、平成２９年度が２８

５件、平成３０年度が３１２件、平成３１年度が２９５件と減少に転じたが、実行

件数は増加している。 

１２月頃までは、民間金融機関の直接融資を利用する企業が増え、市内企業の景況

が徐々に回復しつつあると聞いていたが、１月以降は新型コロナウイルス感染症の

影響で、資金調達のため低金利の市制度融資の実行件数が増えた。 

 

②イベント事業に対する補助継続を継続して行うことで、２８商店会、延べ４４事

業分の商店街活性化等に寄与する事業への支援を継続することができた。 

 

③府中市工業技術情報センターへ相談した会社１社当たりの相談件数は平均３件、

また、技術相談の結果として製品開発につながった、あるいは開発途中の件数は２

件ある。都の施設の充実等により、専門的な技術相談対応から、補助金等申請支援

相談や技術情報提供等へ重点を移し支援することができた。 

また、産学連携によるマッチング支援として７社の交流あっ旋を行い、市内産業の

振興を図った。 

Ｂ 
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【５年間（平成２７年度～令和元年度）の事業の総括】 

担当課 

評 価 

①市制度融資は、利率の補助により、低金利で資金調達することができ、市内企業

の経営安定に寄与してきた。この５年間の取り組みとしては、利用しづらさや周知

不足による利用減少を避けるため、市内企業や金融機関への聞き取りにより、限度

額や返済期間の拡大などの制度見直しを行った。また、パンフレットの刷新を行い、

周知を徹底させた。しかし、近年、民間金融機関の融資利率が低金利化しているこ

とや、中小企業の景況が緩やかな改善基調にある（中小企業庁の中小企業景況調査

報告書による）ことなどにより、市制度融資の利用が減少していた。 

今後は、新型コロナウイルス感染症の影響により、急激に景況が悪化していること

から、市内企業のニーズに合った経営支援ができるよう、動向を注視していく。 

 

②昨今、商店会の弱体化が顕著化している中で、本事業は商店会来街者数の増加に

大きく寄与してきた。しかしながら、前年度と同様のイベントをしている商店会が

非常に多く、さらにこの 5年間の動向をみると、実施件数の減少が見受けられる。 

今後は、より活性化につながる新規的な事業を促していくことを検討したい。 

 

③工業技術情報センターの存在により、市内の中小企業者の新たな製品開発や技術

革新の取組支援につながっていると評価できるものの、近年、都の施設の充実等に

より、専門的な技術相談指導の比率は低下傾向にある。 

この５年間は、専門的な技術相談対応から、補助金等申請支援相談や技術情報提供

等へ重点を移し支援することができた。また、センターをむさし府中商工会議所へ

移したことで、同会議所と連携し支援した。 

今後は、連携を深め、市内商工業者の相談拠点の一元化により、利用者のニーズに

合った支援の内容等について、更に検討を行っていく必要がある。 
Ｂ 
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【令和２年度における取組など】 

①新型コロナウイルス感染症の影響で、市制度融資の中でも低金利融資の利用が増えると思われ

たが、５月より開始された全国一律の感染症対応融資（都道府県の制度融資）が無利子無担保と

なり、市制度融資の利用は減少している。その中でも、コロナ対策として、信用保証料の補助を

開始し、市内企業の経営安定を資金調達の面から支援する。 

②イベント事業に対する補助を継続して行うことで、商店街の活性化等に寄与する事業を行う商

店会への支援を継続していく。また、むさし府中会議所や商店街連合会等と連携を図り、より商

店街等の活性化につながる新規的な事業を促していく。 

③補助金等申請支援相談や技術情報提供に重点を置き、支援を継続していく。また、むさし府中

商工会議所と連携し、市内商工業者の相談拠点の一元化により、新たな支援を開拓していく。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

①目標値には届かないものの、融資実行件数が２５件増加としており、２年連続の

増加でおおむね順調に進捗していると評価できる。今後、新型コロナウイルス感染

症の影響により市制度融資利用のニーズ増加も予想され、引き続きの支援に期待す

る。 

 

②平成３０年度から１商店会、２事業分の支援が減少したものの、微減に留まって

いる点は評価できる。また、目標達成に向けて、市が補助金対象としている４８の

商店会において、補助金交付を受けている商店会の固定化はないか、未実施の商店

会における課題は何か等の確認も必要ではないかと考える。 

 

③平成３０年度と比較すると△２０件とやや減少したものの、目標を達している状

態を維持しており評価できる。今後、重点の移行や相談拠点の一元化により更なる

市内産業の振興支援が期待できる。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 

 

4



 

具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：令和元年度） 

 

基本目標 １ 市内産業の振興と起業・創業の推進による雇用の確保 

基本的方向 １ 市内産業の経営安定化による雇用機会の維持（経営基盤の強化） 

具体的な施策 ② 多様な人材の就労支援 

主担当課 産業振興課、地域コミュニティ課 

施策概要 

・就労意欲のある方が積極的に地域で活躍できるよう、若い世代の就業機会の拡大、

働く意欲のある高齢者の就業機会の提供などを支援します。 

・講座を開催するなど、出産や介護などの理由により離職した女性の再就職を支援 

するとともに、市内企業におけるワーク・ライフ・バランスの推進に向けた取組に

ついての啓発を進めます。 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
いきいきワーク府中

の就職率 
％ 

36.8 

32.1 27.2 26.4 24.8 24.2 23.7 

 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 

② 
女性向け再就職支援

の講座数 
講座 

現状値以上 

5 5 5 4 3 3 

 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ 

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【令和元年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①高年齢者の職業紹介事業は自所求人開拓を積極的に取り組み、就職者数227 人、

来所 

者数2,116 人、自所開拓求人数2,591 件と都内でもトップレベル（令和元年度は2番

目）の実績をあげた。 

定年の引上げ等により求職者の年齢がさらに高くなり高年齢者の就労機会がさらに

厳しさを増している状況の中、丁寧な対応を行い再就職につなげた結果、就職者数

は年間220 人前後を堅持している。求職登録者数は増え続けており、評価指標とし

て就職率は低下する結果となった。 

システム改修の遅れにより、一時ハローワーク求人データが配信されないトラブル

もあったが、かねてから自所開拓により地域に密着した求人を求職者に紹介してい

ることで、就職者数も堅調に実績を上げたことは評価できる。 

市とセブン－イレブンとの地域活性化包括協定に基づく「シニア向けお仕事説明会」

や、都の新規事業である「シニア就業支援キャラバン」などに積極的に協力したこ

とにより、新規求職者が増加した。 

②再就職支援講座を3 講座（延3回、受講者26人）実施し、出産や介護等の理由によ

り離職した女性の再就職を支援した。なお、平成２８年度～３０年度までは、東京

都の全額補助を活用して講座を実施していたが、昨年度は当該補助事業の終了によ

り、講座の実施回数が減っている。また、昨年度実施した講座についてはスキルア

ップ等を目的としているため、就職者数を把握していない。 

Ｃ 

【５年間（平成２７年度～令和元年度）の事業の総括】 

担当課 

評 価 

①はつらつ高齢者就業機会創出支援事業は、地域に密着した自所開拓した求人を増

やし、求職者の希望・能力・適性などを考慮したうえで丁寧な対応を行うことで就職

者数も 220人前後を堅持することができた。このことは同事業を行っている 12区市

でトップレベル（令和元年度は 2 番目）の実績を上げていることは大いに評価でき

る。 

高年齢者の求職者は増え続けており、求職者の年齢層も年々高くなっていることか

ら、相談員が高年齢者の希望する職種や、地域に密着し能力・適性に合った求人を

さらに開拓し、より多くの高年齢者が再就職できるよう事業の充実を図る必要があ

る。 

②継続的に再就職の支援を行うことができたが、直近 3 年間は、複数講座の統合や

関係機関との共催講座の実施が困難となるなどの理由から、講座の実施が目標値を

下回っており、回数を増やす必要がある。 

 Ｂ 
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【令和２年度における取組など】 

①ハローワークの求人情報に加えて、勤労者福祉振興公社が独自に集めた求人情報を提供して実

施する概ね55 歳からの無料職業紹介事業「いきいきワーク府中」に対して引き続き支援していく。

求人数及び就職者のニーズに対応するため、ハローワーク府中、東京しごとセンター、東京都労

働相談情報センター等と連携を図り、再就職支援講座や就職面接会を行い、高年齢者の再就職を

支援していく。 

求職者の年齢層も年々高くなっていることから、再就職に結びつけることがより困難な高年齢者

を支援するシニア活用支援員を活用した、おおむね65歳以上の方を対象にした職場体験事業をあ

らたに実施する。 

②引き続き、講座を開催し、出産・育児・介護などの理由により離職した女性の再就職を支援し

ていくとともに、講座を増やすため、関係機関等へ働きかけを行う。 

 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

①の実績については、目標値 36.8％に対して、令和元年度は 23.7％と数値の面で

は厳しい状況ではあるが、市とセブンイレブンとの地域活性包括協定に基づく「シ

ニア向けお仕事説明会」や都の「シニア就業支援キャラバン」などへの積極的な協

力による新規求職者の増加や地域に密着した求人開拓でのマッチングは評価でき

るところである。引き続き、利用者が求める職種の開拓に力を入れるなどの対策と

ハローワーク等との連携強化による就職率向上を目指していただきたい。 

②女性向け再就職支援講座については、都による補助事業制度の終了により、講座

数が減少している状況ではあるが、再就職支援講座については、再就職を目指すス

タートラインとなることからも、利用者ニーズを把握し、再就職に結びつくような

講座運営をお願いしたい。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：令和元年度） 

 

基本目標 １ 市内産業の振興と起業・創業の推進による雇用の確保 

基本的方向 ２ 起業・創業の推進による産業構造の多様化 

具体的な施策 ① 起業・創業の支援 

主担当課 産業振興課、協働推進課 

施策概要 

・起業・創業に関する基礎知識や事例、各種補助金制度の情報などについて、相談 

体制を確保するとともに、セミナーなどにより、起業・創業希望者を支援します。 

・東京農工大学をはじめとする教育機関や市内団体等と連携し、コミュニティビジ 

ネスの立ち上げや、インキュベーションオフィスの活用も含め、商・工・農におけ

る起業や創業に関する多様な支援を行います。 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
起業・創業に関する

セミナー参加人数 
人 

90 

44 115 80 62 72 89 

 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ 

② 

コミュニティビジネ

スに関するガイダン

ス・個別相談の参加

人数 

人 

24 

6 24 10   28 80 80 

 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ 

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【令和元年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①創業に関する基礎知識や事例、各種補助金制度の情報などについて、創業支援事

業計画に基づく創業支援プロジェクト機関を中心とした相談体制を確保することが

できた。また、創業に関するセミナー及び実践創業塾・体験型創業塾については  

11回、延べ89人の参加があり創業希望者の継続的な支援を行うことができた。なお、

KPI①の参加人数については、年度ごとに増減があるものの、セミナーに参加された

方のうち、実際に創業した人数は、H27が8名、H28が6名、H29が13名、H30が23名、

R1が23名と概ね増加傾向にある。 

②引き続きコミュニティビジネス個別相談を実施するとともに、令和元年度は新た

にコミュニティカフェ開設の内容に特化した連続講座を実施した。また、中小企業

大学校や商工会議所、金融機関等と連携した創業支援イベントを実施した。結果と

して、市民活動センターにて継続的に創業支援を行っていた方2名が起業し、コミュ

ニティビジネス立ち上げ件数は累計4名となった。（総合計画の目標値は累計3名） 

Ａ 

【５年間（平成２７年度～令和元年度）の事業の総括】 

担当課 

評 価 

①平成２６年度から開始された、創業支援等事業計画に基づき、創業支援プロジェ

クト機関を中心とした創業支援が確立できた。また、プロジェクト機関として、日

本政策金融公庫が加わり、創業支援等事業の種類も拡大した。その結果、創業に関

するセミナー及び実践創業塾・体験型創業塾に参加し、実際に創業した人数も徐々

に増加してきた。今後もプロジェクト機関との連携を継続し、相談体制を確保して

いく。 

②市民活動センターにおいて、各種講座や相談事業を展開することにより、少しず

つコミュニティビジネス実践者が増えてきている。また、金融機関による個別相談

事業をはじめとして市民活動センターと市内創業支援関係機関と連携して事業を実

施することができた。 

Ａ 

【令和２年度における取組など】 

①創業に関する基礎知識や事例、各種補助・制度の情報などについて、創業支援プロジェクト機

関を中心とした相談体制を確保していく。また、創業支援プロジェクト機関における創業に関す

るセミナー及び創業塾の開催を継続し、創業希望者の支援や創業希望者同士の交流の場をつくっ

ていく。 

②創業者等の課題に対して、よりきめ細かく助言をするため、行政書士、金融機関、税理士、中

小企業診断士、デザイナー等幅広い職種による個別相談アドバイザー制度を創設する（オンライ

ン相談可能）。また、多摩地域の創業支援関係機関とも連携して社会課題解決の協働事業を生み

出す連続ワークショップを開催し、有機的にコミュニティビジネス立ち上げ支援を実践する。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 
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３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

①起業・創業に関するセミナー参加人数は、H30 の 72 名に比べて R1 は 89 名と増加

しており、創業希望者にとって関心の高いセミナー等が開催されていることは評価で

きる。しかし、セミナー参加人数に対する実際の創業者の割合は、R1 の方が低くな

っている（H30は約 32％、R1は約 26％）。創業者がより利用しやすい融資等の制度や、

新しい時代に即した経営手法等を分かりやすく周知するなど、創業の不安を解消でき

るような支援を期待したい。 

②創業支援を受けた方が、実際にコミュニティビジネスを立ち上げたことは評価でき

る。今後もコミュニティビジネス実践者の増加を目指すとともに、立ち上げたコミュ

ニティビジネスが地域に根ざし、事業として継続していけるよう、多角的な助言を受

けられる体制づくりに期待したい。 

 

Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：令和元年度） 

 

基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ① 市の魅力を高め、知名度を向上させる活動の推進 

主担当課 観光プロモーション課、広報課 

施策概要 

・市民や市内の商業者、企業、学校等と連携を図り、市の魅力を発信して、来訪者の

増加を図ります。また、市民に対しては、市の魅力を再認識してもらい、住み続け

たいと思う市民を増やします。 

・府中市の魅力の再発見を行政だけでなく、市民、各種団体等と協働で取り組み、 

「武蔵国 府中大使」や様々な機会・媒体を通じて発信し、にぎわいの増進を図り

ます。 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

京王線府中駅に 

おける１日の 

乗降人員 

人 

現状値以上 

85,279 86,949 88,100 90,224 90,316 88,769 

 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

② 

市政情報を容易に 

入手できないと 

感じる市民の割合 

％ 

15.0以下 

17.7 17.3 17.4 17.0 16.6 16.9 

 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【令和元年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①ラグビーワールドカップ2019開催に向けた取組として、訪日外国人観光客に本市

を訪れていただくため、引き続き、成田国際空港到着ロビーにおける本市の外国人

観光客向けＰＲ動画の放映、外国人インフルエンサー等を活用した情報発信、ＳＮ

Ｓ等を活用した多言語での情報発信に加え、新宿アルタビジョン及び渋谷スクラン

ブル交差点街頭ビジョンにおいてもＰＲ動画を放映した。さらに、京王線新宿駅を

中心に、大会期間中に実施された市制施行６５周年記念市民パレードやFUCHU RUGBY 

WEEKなどに関する大規模な広告展開を行ったほか、都内のホテル・観光案内所等に

本市の多言語ガイドブックを設置、大会会場周辺の多磨駅・調布駅では本市をＰＲ

するブースを設置するなど、本市への誘客に努めた。また、府中駅に英語対応もで

きる観光案内ブースを設置したほか、大会チケットホルダー等に向けに実施した市

制施行６５周年記念乗車券の配布、多言語でのコミュニケーションに対応できる指

さし会話帳や飲食店向け指さしシートの市民・事業者への配布など、おもてなしに

関する取組を充実した。 

観光振興の取組として、観光PR用パンフレットの作成や観光振興をテーマとした

写真コンクールを実施し、市の魅力をＰＲした。また、観光客の利便性を図るため、

大國魂神社くらやみ祭において、観光客用の仮設トイレ及び誘導看板の設置を行っ

た。そのほか、映像を通して郷土愛の醸成を図るため、ロケ撮影の支援を行うフィ

ルムコミッション事業を実施した。漫画「ちはやふる」等のキャラクターを活用し

たデザインマンホールを製作・設置した。また、各マンホールの設置場所等を掲載

した「ちはやふるデザインマンホールin府中」を作成し、周知を図った。武蔵国 府

中大使として、新たに神宮エミ氏、府中アスレティックＦＣプリメイラ、アスレフ

ァンタジスタの１名・２団体の任命を行った。 

 

②広報紙を予定どおり発行し、拠点配布として、ファミリーマート（サークルＫ・

サンクス）、セブンイレブン、東京外国語大学、東京農工大学などで配布したほか、

ホームページや行政情報アプリ「マチイロ」などに掲載した。また、テレビ広報を

予定通り制作・放映したほか、ホームページ・メール配信サービス・ツイッターな

どによる情報発信も継続して実施した。 

Ｂ 
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【５年間（平成２７年度～令和元年度）の事業の総括】 

担当課 

評 価 

①府中市観光振興プランに基づき、観光資源の魅力の発信と、観光客の受入態勢の

整備を実施してきた。また、イベント会場への観光ＰＲブースの出店や、フィルム

コミッション事業の実施により、本市の魅力を市内外において積極的にＰＲしてき

た。また、府中×漫画で活性化事業では、漫画「ちはやふる」を活用したイベント

等を継続的に実施し、誘客・回遊を促進した。広域連携事業では、京王線・南武線

沿線 

自治体との連携に係る費用を平成 30年度から予算化し、本格的に事業を進めた。観

光パンフレットや案内表示の多言語化に着手し、外国人観光客の受入環境整備を進

めてきたほか、平成 30年度からは外国人観光客の誘致促進の取組を本格実施した。

新型コロナウイルスの影響で国内はもとより、海外からの外国人観光客の受け入れ

再開時期が未定であり、事業の実施時期等、判断が難しい現状がある一方で、今後、

東京 2020オリンピック・パラリンピックの開催にあたり、外国人観光客に対しての

本市の認知度向上や観光客の誘致促進を強化していく必要があるため、引き続きイ

ンバウンド関連の多様な事業を展開し、その足がかりとしていく。また、観光客を

誘致するためには、効果的に市外の方へのＰＲを実施する必要があるため、近隣市

町村との広域連携を強化して、面での観光客誘致施策を実施していくことで、より

有効なＰＲのルート確立し、市外へのＰＲ強化を図っていく必要がある。 

 

②平成 28 年度に新たにセブンイレブンでの広報紙の配布を開始したほか、平成 30

年度には行政情報アプリ「マチイロ」に広報紙を掲載するなど、手軽な市政情報の

入手に資する事業を実施した。一方で、指標が横ばいとなっていることから、マチ

イロやメール配信サービスなどの情報入手手段について、周知と登録促進を図って

いく必要がある。 

Ｂ 

【令和２年度における取組など】 

①新型コロナウイルスの影響下における観光客の誘致については、感染拡大防止対策を適切に図

りながら東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けた準備を含めた事業展開を行う。ま

た、例年実施している京王線・南武線・国分寺市との連携事業等も引き続き実施していく。 

 

②広報紙・テープ広報の年36回発行、テレビ広報の年36本製作・放映、ホームページ・メール配

信サービス・ツイッターの適正な管理・運用などを行い、市政情報を発信する。また、市政情報

を発信している情報媒体及び入手手段などを広く周知するため、それらの情報を掲載した広報紙

の全戸配布を行う。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 
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３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

指標①の「京王線府中駅における１日の乗降人員」については、減少傾向がみられる

ものの評価基準である現状値をクリアしており、施策に一定の効果があったものと評

価する。（ちなみに調布駅は 18年:129,968 →19年:130,065の微増） 

指標②の「市政情報を容易に入手できないと感じる市民の割合」については、ＫＰ

Ｉ数値の目標値への減少傾向が鈍化しているので、目標達成に向けて改善や工夫が

必要と評価する。（下記グラフ参照） 

市政情報を入手するにはホームページが一つの入口となる。個人的経験からの提案

になるが、そのホームページでの検索がなかなかヒットしないので、これを改善す

ることも必要と考える。 

 

総合的には目標に向けて概ね進んでおり、協議会としての評価はＢでよいと思われ

る。 Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：令和元年度） 

 

基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ② 地域の連携によるにぎわいの創出 

主担当課 観光プロモーション課、産業振興課、政策課 

施策概要 

・府中駅周辺のエリアマネジメントを推進し、にぎわいを創出することで、中心市街

地の活性化を図ります。 

・ラグビーワールドカップ日本大会及び東京オリンピック・パラリンピックの開催を

機に、日本全国に、そして海外に府中市の魅力を発信するとともに、地域が⼀体と

なって国内及び海外からの訪問者の受入環境の充実・強化を進めます。 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
休日のけやき並木 

通りの歩行者交通量 
人 

現状値以上 

19,378 19,378 15,586 25,500 26,232 28,330 

※平成２７

年度の実績 － Ｃ Ａ Ａ Ａ 

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【令和元年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

〇市有地を活用した実証実験として、令和元年10月より、カフェ・レストラン「府

中テラス」をオープンさせ、飲食業種の新たな形でのにぎわい創出を図ろうとして

いる。 

〇引き続き、市から一般社団法人まちづくり府中への委託事業として、竹あかりラ

イトアップ事業、キテキテ府中マルシェ、東京競馬場来場者を中心市街地に呼び込

むためのタイアップ事業などを実施し、市内外の方々に府中への来街機会を創出し

た。 

〇各種事業者との連携による新たな価値や効果を生み出すエリアイベント事業とし

て、ラグビーワールドカップ２０１９の開催に伴い、けやき並木通りで実施された

ラグビーウィークなどにおいて、飲食ブースやステージイベント等を組み合わせた

「府中ストリートバル」を実施したことにより、計9日間で約20万人が訪れるなどに

ぎわいを創出することができた。 

○訪日外国人観光客に本市を訪れていただくため、成田国際空港到着ロビーにおけ

る本市の外国人観光客向けＰＲ動画の放映、外国人インフルエンサー等を活用した

情報発信、ＳＮＳ等を活用した多言語での情報発信に加え、新宿アルタビジョン及

び渋谷スクランブル交差点街頭ビジョンにおいてもＰＲ動画を放映した。さらに、

京王線新宿駅を中心に、大会期間中に実施された市制施行 65周年記念市民パレード

や FUCHU RUGBY WEEKなどに関する大規模な広告展開を行ったほか、都内のホテル・

観光案内所等に本市の多言語ガイドブックを設置、大会会場周辺の多磨駅・調布駅

では本市をＰＲするブースを設置するなど、本市への誘客に努めた。 

また、府中駅に英語対応もできる観光案内ブースを設置したほか、多言語でのコ

ミュニケーションに対応できる指さし会話帳や飲食店向け指さしシートの市民・事

業者への配布など、おもてなしに関する取組を充実した。 

 

＜ＫＰＩ①の調査条件について＞ 

〇測定日時：令和元年１２月１日（日）７時から１９時（合計１２時間） 

〇場所：けやき並木通り（ル・シーニュ前） 天候：くもり 

Ａ 
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【５年間（平成２７年度～令和元年度）の事業の総括】 

担当課 

評 価 

〇「一般社団法人まちづくり府中」の事業を中心に、にぎわい創出を図っている。

府中駅周辺の商業施設と連携した「キテキテ府中」、市内の回遊性を促すための「東

京競馬場タイアップ事業」また、各種事業者との連携による新たな価値や効果を生

み出すことを目的とした「エリアイベント事業」など様々な事業を展開し、これら

の取り組みについては、着実に市民にも認識をされてきている。引き続き、各機関

や業界と連携しながら、にぎわいの創出を図りたい。 

〇ラグビーワールドカップ２０１９を、本市に外国人観光客を誘客する絶好の機会

ととらえ、これまで様々なプロモーション活動を実施してきたが、ビックデータを

活用した訪日外国人の動向調査の結果では、府中市への日帰り客数が平成３０年と

令和元年の１０月比では２，７００名から５，７００名に１１１％。９月も１０８％、

１１月も１３％の増加がそれぞれ見られ、年間では２０．６％の増加となり、これ

までの取り組みについては一定の効果があったものととらえている。 

Ａ 

【令和２年度における取組など】 

〇新型コロナウィルスによる売上減少の影響を受ける市内飲食店へ、クラウドファンディングを

活用して資金支援を行い、支援者に対し、後日飲食店で使用できる食券を配布することで、新型

コロナウィルス収束後、市内のにぎわいをいち早く取り戻すような取り組みをする。 

〇例年に引き続き、「おもてなしライトアップ」、「キテキテ府中マルシェ」及び「東京競馬場

タイアップ事業」を行う。更に、新たな事業として町の様々な飲食店をチケット制で食べ飲み歩

きをして楽しんでいただく「まちバル」や「ふちゅうパンマルシェ」を実施し、にぎわい創出を

図る。 

〇東京2020オリンピック・パラリンピックの気運醸成事業を行い、各機関との連携を強化するこ

とで一層のにぎわいを創出する。 

〇東京2020オリンピック・パラリンピックの開催に向けた機運醸成を図るべく、「ロードレース

おもてなし事業」と称してイベント事業のほか、インフルエンサーを活用した情報発信、けやき

を五輪色にライトアップする事業を展開する予定。 

外国人観光客向けの情報発信では、ＳＮＳや各種ホームページでの情報発信を継続するほか、

成田国際空港到着ロビー及び渋谷スクランブル交差点街頭ビジョンにおけるＰＲ動画の放映を行

う。また、令和元年度に作成した多言語ガイドブックのリニューアルと言語の追加を行う。 

おもてなしに関する取組として、同じく令和元年度に作成した指さし会話帳について、リニュ

ーアルと言語の入替を行う。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 
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３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

ＫＰＩで見る数値推移においては順調な伸びを示し、実績値では令和元年度  

４６％増であり、目標は十分に達成している。一般財団法人まちづくり府中との様々

な事業連携、ラグビーワールドカップ２０１９を契機とした府中市の魅力を市内外へ

発信できたことと評価する。また、インバウンド需要が高まる中その流れをつかみ、

様々に工夫した事業展開により府中市の認知度の向上や外国人おもてなし事業を評

価する。 

 令和３年度は、２０２０東京オリンピック・パラリンピックや旧伊勢丹の再活用

が見えている中、ル・シーニュを含めた府中駅周辺の核となる店舗を絡め連携し、

府中市としての付加価値どのように創出し、賑わいと消費増につなげるのか経済効

果としての視点を数値化してみることも重要と思われる。 

今後の事業展開として、コロナ対策に配慮したナイトタイムエコノミーの促進を

期待する。 

Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：令和元年度） 

 

基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 ２ 郷土への愛着を感じるふるさと意識の醸成 

具体的な施策 ① 歴史や文化、スポーツに触れる機会の充実 

主担当課 文化生涯学習課、スポーツ振興課 関連課 ふるさと文化財課、美術館 

施策概要 

・府中市の伝統芸能や芸術文化を継承していくとともに、文化施設や歴史・文化遺産

を活用して、郷土愛を持てるまちを目指します。 

・スポーツタウン府中の発展に向け、各種競技団体、市内の大学や市内を活動拠点と

するトップチームなどとの連携を深め、府中市ならではの事業を展開します。 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

郷土の森博物館 

及び美術館の 

入場者数 

人 

533,000 

489,602 498,579 569,685 530,738 419,188 579,175 

 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ 

② 
大学やトップチーム

と連携する事業数 
事業 

3 

2 2 3 4 5 5 

 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【令和元年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①郷土の森博物館では、平成30年度にリニューアルオープンしたプラネタリウムを

活用するとともに、展示会、出版、講座、体験学習、あじさいまつり・梅まつり、

市民団体との共催事業、調査研究事業等を多彩に展開し、市民の知的レクリエーシ

ョンの場としてふさわしい魅力ある博物館づくりに努めた。 

令和元年度は、東日本台風（台風19号）の襲来やコロナウイルス感染拡大防止対

策のため施設利用の一部休止や臨時休館をしたが、利用者数（276,650人）は前年度

（274,662人）を超え、１日当たりの平均入場者数（903人→988人）も前年度から大

幅に伸びた点は、取組みの成果として評価できる。 

市史編さん事業では、７分野からなる専門部会による資料収集・調査・研究を進

めるとともに、その成果に基づいて、ビジュアル・多言語版の『武蔵府中まちの歴

史物語』、『中世資料編』、『近世資料編上』、『民俗報告書』、『自然報告書』、

研究紀要の『武蔵府中を考える』の計６種類の市史刊行物を発行した。さらに市史

編さんの成果を活用して、本市の観光事業との協働による講演会を実施した。 

また美術館では、企画展・公開制作・鑑賞教室等を実施するとともに、市民ギャ

ラリーでは、市内で活動する個人・団体の展示を実施し、来館者数は、開館以来は

じめて、30万人を上回るなど、十分成果を上げていると評価できる。 

ラグビーワールドカップ2019開催に合わせて実施した府中ラグビーウィークで、

海外や市外などから本市を来訪する方々に府中囃子、武蔵国府太鼓の郷土芸能や日

本文化の紹介及び体験など市内の文化・芸術団体の方々に協力をいただき実施した。

また、市指定の無形民俗文化財である府中囃子の演奏技術の伝承に年間を通して支

援するとともに、市民を対象とした武蔵国府太鼓講習会を継続して実施し、伝統芸

能の普及に努めた。 

②総合体育館では、市特有の事業として、トップチームよるフットサル教室及びチ

アダンス教室等を実施し、参加者からこれを機会に競技を始めたいとの多数の声が

挙がり好評を得た。また、トップチームと連携したボールふれあいフェスタ、トッ

プチームや市内の大学と連携したみんなのスポーツｄａｙを市特有の事業として展

開し、スポーツタウン府中の発展に寄与した。 

 

 

Ａ 
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【５年間（平成２７年度～令和元年度）の事業の総括】 

担当課 

評 価 

①郷土の森博物館は、昭和62年の開館以来、ふるさと府中の貴重な歴史資料の収

集・保管・活用を図るとともに、本市の歴史・文化の拠点かつ多摩地区の総合博物

館としての役割を果たしてきた。平成26年には本館常設展示室を、平成30年にはプ

ラネタリウムをリニューアルし、ふるさと府中の魅力をより効果的に学習する機会

を創出した。一方、園内に四季折々の花を育て鑑賞の場として提供するなど、あら

ゆる世代が愛着の持てるフィールドミュージアム作りにも取り組んできた。 

開館30年以上を経過し、施設の老朽化が進んでいることから、博物館の教育施設

としての機能を維持・提供しながら、計画的に老朽化対策を進めることが今後の課

題である。 

市史編さん事業は、平成26年度に始まり令和５年度の完了を予定している。その

間に各時代の基礎資料を集成して資料編を編集し、さらに各時代の通史編や付属刊

行物を発行する。現在、編さん計画は順調に進行している。 

美術館では、企画展、常設展・所蔵品展を開催し、市民の美術文化に対する意識

を高揚に努めてきた。「入館者数」を平成30年度までに220,000人とする第6次総合

計画・後期基本の指標を平成28年度に達成し、その後も天井改修工事の影響で約半

年間休館となった平成30年度を除き順調に推移している。 

開館20周年を迎える2020年は、当初「東京2020オリンピック・パラリンピック」

競技の一部が本市内で開催される計画があり、多くの外国人観光客の入場が見込め

るため、令和元年度に、一部トイレの洋式化など、バリアフリーの向上に努め、利

用者の利便性の向上を図った。 

ラグビーワールドカップ等のイベントへの参加を通して郷土芸能である府中囃子

及び武蔵国府太鼓の市内外への普及に努めるとともに、演奏技術の伝承を行うため、

継続して後継者育成に取り組んだ。また、平成29年度に府中囃子の演奏を収録した

ＣＤの作成・販売を開始し、平成30年度には武蔵国府太鼓を収録したＤＶＤの作成・

販売を開始し、市内外へ広く普及に取り組んだ。 

②計画開始２年目である平成28年度に目標値と同数の事業数実施を達成した後も

更なる事業数を追加実施することができ、計画以上の成果をあげることができた。 

Ａ 
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【令和２年度における取組など】 

①郷土の森博物館では、新型コロナウイルス感染防止対策を講じながら、令和2年6月2日に再開館 

した。当面はリスク評価を行いながら利用者の安全を最優先に考え、段階的に機能を再開してい

く。さらに、新型コロナ時代と共存する新しい展示や体験学習等のあり方についても検討を進め

る。 

また、本年10月からは、本館特定天井改修工事のため常設展示室・企画展示室が休室となる予

定であることから、本館内及び復元建築物を活用した展示を充実させるとともに、展示・プラネ

タリウム・園内の回遊を利用者に促し、敷地全体を生かした利用者に親しまれる博物館づくりに

引き続き取り組む。 

 市史編さん事業では、令和２年度にも資料編、報告書、付属刊行物の発行を予定しており、編

さん成果に基づく市民向けの講演会の開催も計画している。 

美術館では、企画展、常設展・所蔵品展を開催し、市民の美術文化に対する意識を高揚に努め

るとともに、令和３年は、「東京2020オリンピック・パラリンピック」競技の一部が本市内で開

催される計画の影響で、多くの外国人観光客の入場が見込めるため、令和２年度に、すべてのト

イレを洋式化し利用者の利便性の向上を図っていく。 

市指定の無形民俗文化財である府中囃子及び武蔵国府太鼓の伝承普及や後継者の育成に継続し

て取り組む。 

②本事業の主な会場となっている総合体育館が令和元年台風１９号の被害により長期休館を余儀

なくされたが、令和２年度においても事業数を維持できるよう、早期の復旧に取り組んでいくと

ともに、今後も、参加者満足度の向上のため事業内容を工夫しながら、更なる充実を目指してい

く。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 
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３ 進捗状況評価（協議会） 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

①郷土の森博物館及び美術館の入場者数は目標値 533,000人に対し 579,175 人と大きく上

回った。郷土の森博物館では、台風１９号や新型コロナウイルスの影響から臨時休館を余

儀なくされたものの、前年度と比較して、年間入場者数及び一日当たりの平均入場者数は

増加したことは評価できる。また、美術館でも、開館以来はじめて 30万人を上回るなど大

きく評価できる。それぞれ様々な企画・展示を行っており、入場者数が増加した要因を明

確にすることで、今後の取り組みの発展に期待したい。 

 また、市史編さん事業や府中囃子などの伝統芸能の普及支援の取り組みも評価できる。

今後の継続・発展に期待したい。 

②大学やトップチームと連携する事業数は、前年度に引き続き 5 事業と目標値を上回って

いたことは評価できる。フットサル教室及びチアダンス教室の参加者から、これを機会に

競技を始めたいという声が多数挙がったとのことから、実際に競技と継続的に関わること

ができるような支援を行っていくことに期待したい。 

Ａ 
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  具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：令和元年度） 

 

基本目標 ３ 若い世代の出産・子育てへの希望の実現 

基本的方向 １ 若い世代が安心して出産や子育てができるまちづくり 

具体的な施策 ① 安心して妊娠・出産できるサポート体制の充実 

主担当課 子育て応援課、子ども家庭支援課 

施策概要 

・妊娠期からの子育て不安の解消に向けて、適切な情報提供を行うとともに、各種  

健診や教室などを実施します。また、出産前後の家庭の育児や家事を支援し、出産

に係る母親の負担感の軽減を図ります。 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

Fu-CHUこそだて 

サイト「ふわっと」

アクセス数 

人 

現状値以上 

24,807 26,924 23,887 50,146 59,276 41,115 

 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ 

② 

産前産後家庭 

サポート事業の 

新規登録世帯 

世帯 

現状値以上 

213 224 220 213 269 328 

 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【令和元年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①子育てサイト及びアプリを継続して運営し、幅広く出産や子育ての支援に関する情報提供

を行い、育児に係る不安の解消等を図った。新型コロナウイルスの影響でイベント情報等の

掲載ができなかったことにより一時的にアクセス数等が落ちた。 

②産前産後家庭サポート事業の実施により、育児不安を抱える保護者にきめ細やかな支援を

提供し、育児に係る不安の解消等を図った。 

※全妊婦を対象に、妊婦健康診査、超音波検査、HIV抗体検査、子宮頸がん健診の費用助成（対

象者1,927人、延べ22,856件）をした。母親学級を年11回、両親学級を年11回実施し、延べ897

人の参加があった。離乳食教室年51回（参加者延べ1,072人）、親と子の歯みがき教室年11

回（参加者延べ185人）を実施した。必要時、妊娠届、健診、教室から助産師及び保健師の相

談や訪問につなげた。また、子育て世代包括支援センターとして妊娠届出時に全妊婦に看護

職等による面談を引き続き実施し、母子の保持増進及び安心して子どもを産み育てるための

環境づくりを充実させた。 

Ａ 

【５年間（平成２７年度～令和元年度）の事業の総括】 

担当課 

評 価 

①子育てサイト及びアプリについてはサイトのリニューアル、アプリ機能の追加、多言語機

能の搭載などの取組により成果をあげることができた。 

②産前産後家庭サポート事業の実施により、育児不安を抱える保護者にきめ細やかな支援を

提供し、育児に係る不安の解消等を図った。周知方法を工夫したこと等により登録者も年々

増えているため、今後、事業者数を増やすことなどが課題と捉えている。 

Ａ 

【令和２年度における取組など】 

①市民がより情報を得やすくなるよう、子育てサイト及びアプリの適切な運用を行うとともに、リーフレッ

トの配布を行うほか、メール配信サービス等様々な媒体によりさらなる情報提供に努める。 

②産前産後家庭サポート事業を母子保健担当部署に事務移管することにより、育児不安を抱える保護者によ

りきめ細やかな支援を提供し、育児不安の解消を図る。 

※引き続き、子育て世代包括支援センターとして、妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援を充実させ

ていく。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 
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３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

➀子育てサイト及びアプリの継続した運営と幅広い情報提供を行っている事を評価する。新

型コロナウイルスのためイベントが減り、孤立化して育児不安を抱える保護者もさらに増え

ていると思われる。新たに始った事業などの情報も提供し、適切な支援を選択することがで

きるような総合的ウェブサービスの設置により、育児に係る不安を速やかに解消する機能を

つくっていく事を早急に整備していく事を期待する。 

➁産前産後家庭サポート事業は、きめ細やかな支援を提供し、育児に係る不安の解消等をは

かられ、また、周知方法を工夫して、登録者も年々増えていることは評価できる。 

登録者増大に伴い、事業者数を増やすことなどを課題として捉えた取り組みに期待する。 

※子育て世代包括支援センターのコロナ禍への新たな対応。妊娠期から子育て期までの切れ

目のない継続した支援を広げていく事を、今後期待したい。 
Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：令和元年度） 

 

基本目標 ３ 若い世代の出産・子育てへの希望の実現 

基本的方向 １ 若い世代が安心して出産や子育てができるまちづくり 

具体的な施策 ② 安心して子育てができる環境の整備 

主担当課 保育支援課、子育て応援課、子ども家庭支援課 

施策概要 

・適切な時期に乳幼児の各種健診や訪問を行い、発育と発達の状況把握や疾病の早期

発見に努めることにより、医療などと連携したきめ細かい保健指導を行います。 

また、各種予防接種を実施し、子どもの健康を守ります。 

・待機児童の解消に向け、既存施設の有効活用などのソフト面の手法と施設の整備 

などによるハード面の手法を併用することにより、保育サービス量の拡充に取り組

むとともに、保育の質の向上を目指します。また、地域の様々な人材や団体、施設

などの社会資源との連携や協働を図り、地域全体で子ども・子育てを支える環境づ

くりを進めます。 

・子ども医療費助成など、経済的な支援を行います。 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 新生児訪問実施率 ％ 

97.0 

86.9 86.1 80.7 88.8 82.3 88.0 

 Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ 

② 
特定教育・保育施設

の数 
箇所 

54 

47 50 52 54 57 60 

 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

③ 

安心して出産し、 

子育てできると感じ

ている市民の割合 

％ 

50 

48.5 50.3 49.6 49.7 50.3 54.1 

 Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【令和元年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①妊娠届出時に看護職による面談を行うことで、妊娠中から医療等関係機関と連携し

ながら、安全安心の出産及び子育支援を行うことができた。 

乳幼児健康診査については、3、4か月児健康診査1,756人（97.7％）、1歳6か月児健

康診査1,891人（94.8％）、3歳児健康診査1,987人（93.3％）と、高水準を維持した。

定期予防接種については、予防接種ナビちっくん（令和元年度末11,854人と増加）及

び里帰り先で接種した費用の償還払いを継続し、平均予防接種率は93.5％と、乳幼児

健康診査と同様に高水準を維持し、子どもの健康維持の役割を果たした。新生児訪問

については、里帰り先で訪問を希望した家庭63件にも里帰り先の自治体に訪問を依頼

し、希望する方全員に訪問を実施することができた（都外里帰り出産出生数の約18％

と推定。都外医療機関（助産院含む。）妊婦健診者数平成30年度334件、令和元年度339

件）。新生児訪問を未利用の家庭については、3、4か月児健診等で状況確認を行った。

新生児訪問においては、産後の母の状況及び発育状況の確認、子育て相談や情報提供

を行える機会であるため、今後も引き続き、受診率を上げる取組を行う必要がある。 

 

②認可保育所（私立保育園）の整備事業候補者を公募し、選定した事業者候補に対す

る施設整備に対して開設準備支援を実施し、令和 2年 4月 1日付けで認可保育所を 4

施設開設した。 

また、市内保育施設に対して、市職員による巡回支援や保育従事者を対象とした研修

などを実施し、保育の質の向上を図った。 

 

③子育て中の親の孤立化の防止や子育て不安の解消を図るため、市内13 か所で子育

てひろば事業を実施したほか、市保育士やボランティアによる子育てひろばや市民団

体の子育てひろば活動への補助を行った。また、義務教育終了前までの児童を対象に、

医療費の助成や児童手当の支給を行い、子育て家庭の経済的負担の軽減を図った。 

Ａ 
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【５年間（平成２７年度～令和元年度）の事業の総括】 

担当課 

評 価 

①乳幼児健康診査や定期予防接種などの事業の実施率は高水準を維持することがで

きた。妊娠届出時の看護職の面談や産後の母子の心身のサポートをする産後ケア事業

を開始したほか、Ｂ型肝炎ワクチンの定期接種化、新生児聴覚検査の費用助成など、

母子の健康を守るサービスを充実することができた。 

 令和元年度からは子ども家庭支援センター「たっち」と母子保健係が１つの課とな

り、妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援の体制強化ができた。 

 

②計画的かつ継続的な施設整備により、認可保育所等の定員増を図ることができた。

また、認可外保育施設利用者への補助拡大や私立幼稚園における幼稚園型一時預かり

事業等の実施に加え、保育コンシェルジュによるきめ細やかな相談対応など、施設整

備以外にも様々な取組を進め、待機児童を減少させることができた。 

 

③子育てひろばが１１か所から１３か所に増え、子育て中の親の孤立化の防止や子育

て不安の解消を図ることができた。また、法令等に基づき、手当・医療費助成を継続

実施することにより、子育て家庭の経済的負担の軽減を図ることができた。 

Ａ  

【令和２年度における取組など】 

①妊娠届出時の看護職による全件面接を継続し、妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援及び必

要に応じて保健師の継続相談等につなぐ早期支援の体制を維持していく。また、面談を受けた妊婦

に対し、新型コロナウイルス感染症対策を含めた育児パッケージの配布を開始するとともに、産後

の母子の心身のサポ―トを充実させるために開始した産後ケア事業を継続する。定期予防接種では

ロタウイルスワクチンを新たに導入する。新型コロナウイルス感染症蔓延の中でも感染防止に配慮

した各種母子保健サービスを実施する。また、新型コロナウイルス感染症に伴う育児不安などに個

別に丁寧に対応し、母子の健康を守っていく。 

 

②引き続き、待機児童解消に向けて、認可保育所２施設の施設整備を行うほか、保育コンシェルジ

ュによる相談窓口業務を通じて、各子育て世帯に応じた保育サービスの提案を行う。 

 

③地域で子育てひろばを展開するとともに、市立保育所の地域子育て支援拠点の整備を進める。ま

た、法令等に基づき、手当・医療費助成を継続実施することにより、子育て家庭の経済的負担の軽

減を図る。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 
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３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

子育て支援の取り組みの拡充がすすんでおり、安心して出産、子育てのできる街

に向けた環境整備は着実に進んでいると評価できる。 

① 乳幼児対象の各種検診の受診率が高水準であることに加えて、里帰り出産の家庭

には里帰り先の自治体への訪問依頼を行うなどきめ細かいケアが行われている。

今後は妊娠期から子育て期までの継続した支援体制の継続、強化が期待される。 

② 近隣の自治体とともに待機児童問題は深刻な状況にあったが、認可保育所、認証

保育所の定員増がすすみ、令和元年度は待機児童数が大きく減少している。 

③ 子育て中の親の孤立防止、子育て不安解消の取り組みも継続した取り組みになっ

ており、子育て家庭の経済的負担の軽減策とともに、安心して子育てのできる街

という市民意識にもつながっている。 
Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：令和元年度） 

 

基本目標 ４ 地域とつながる安心な暮らしの確保 

基本的方向 １ みんなが安心して暮らせる地域づくり 

具体的な施策 ① 防災・防犯体制の強化 

主担当課 防災危機管理課、地域安全対策課 

施策概要 
・全ての市民が安心して暮らし続けられるよう、地域の防災・防犯体制を強化すると

ともに、災害に強い都市基盤づくりを進めます。 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

日頃から家庭で 

災害に対する備えを

している市民の割合 

％ 

80.0 

62.2 57.4 62 55.8 66.8 68.8 

 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ 

② 
地域安全リーダー 

講習会受講者数 
人 

450 

311 332 354 374 387 400 

 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【令和元年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①防災訓練及び出前講座の実施、防災情報誌「自主防災ふちゅう」を配布し、市民

による自助の必要性や、各家庭で取り組むことのできる防災対策について説明した。

また、文化センター圏域自主防災連絡会を開催し、地域での共助の取組についての

啓発を行った。 

防災訓練……107回 参加人数 18,320人  出前講座……１６回 

文化センター圏域自主防災連絡会…21回 参加人数 422人 

 

②防犯体制の強化について 

地域安全リーダー講習会については広報ふちゅうや課が発行する広報誌「ニュース

まちかど」、メール配信、警察や各協力団体へ広く呼びかけを行い、昨年度と同数

の 13名が参加した。参加者の層は学校見守りボランティア関係者、自治会、警察協

力団体等がメインであった。参加者のうち 7名が女性の参加者であり、女性の防犯

意識の向上と活躍の幅を広げることができたほか、40歳の若手男性 1名の参加を得

ることができ、活気ある講習会を実施した。 

また、寸劇防犯講話については年１回バルトホールを使用して実施し、約３００名

の参加者に特殊詐欺の最新情報を交えた寸劇を実施し好評を得た。 

Ｂ 

【５年間（平成２７年度～令和元年度）の事業の総括】 

担当課 

評 価 

①同じ地域に住む自治会等の団体が防災について情報共有できる場として、文化セ

ンター圏域自主防災連絡会を創設した。自主防災連絡会の中で、他の団体の取組を

参考にして防災活動を始める団体が出てくるなど、一定の効果があったと考えられ

る。 

 また、自主防災連絡会の活動が、各団体の防災訓練のマンネリ化の防止や、これ

まで地域の防災活動に無関心だった住民の防災活動への参加など、地域の防災活動

の活性化につなげることができた。 

 

②地域安全リーダー講習会の総括 

市内の刑法犯認知件数は、５年連続で減少（平成２７年中は１,８７２件、令和元年

中は１,４５０件 ※年度ではなく、年単位での統計）しており、リーダー講習受講

者を中心とした地域防犯活動もこれに貢献できていると考えている。毎年一定数の

参加者は確保しているが、参加者がやや減少傾向にある。今後はさらに若い世代の

参加者を増やしていく必要があるため、開催の呼びかけ方法を工夫するなど、周知

を図っていく。 

Ｂ 
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【令和２年度における取組など】 

・今後も、自主防災連絡会のみならず、防災訓練や防災出前講座、防災情報誌の発行などをとお

して更なる啓発が必要だと考えられる。 

特に令和元年東日本台風の経験から、水害に対する市民の意識が高まっているため、水害時にお

ける自助・共助や各自で行う備えについて啓発していく。 

 

・地域安全リーダー講習会は、毎年市役所会議室や府中警察署で実施し、市役所・警察署周辺を

パトロールし防犯マップの作製等をしてきた。令和２年度については防犯協会とも協議をした結

果、白糸台文化センターを使用し、東部地域における犯罪の特徴の説明なども講習に取り入れ、

東部地域に密着した形での開催を検討している。令和３年度以降は、令和２年度の実施状況を踏

まえたうえで、各文化センターを拠点に、地域に密着した形での実施も視野に入れていく。 

また、「ながら見守り連携協定」締結企業等へも参加を募るなど、幅広く市民の参加を呼び掛け

ていきたい。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

① 防災訓練だけではなく、文化センター圏域自主防災連絡会における地域ぐるみの 

活動で、安否確認を全ての圏域で取組むなど今後の防災意識を高める上で有効だ

と評価できる。 

自然災害に対する市民の意識も高まっているからこそ、更なる防災についての周

知、情報発信を継続してお願いしたい。 

 

② 地域安全リーダー講習会は参加者増に至っていない。総括にある通り若い世代の

参加を増やすことが急務と考える。複数回の実施、曜日等の工夫も検討していた

だきたい。ただ、参加者の半数が女性だったことは大きな成果と評価できる。 

 
Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：令和元年度） 

 

基本目標 ４ 地域とつながる安心な暮らしの確保 

基本的方向 １ みんなが安心して暮らせる地域づくり 

具体的な施策 ② 公共施設・インフラの計画的な管理及び運営 

主担当課 建築施設課、道路課、公園緑地課 

施策概要 

・公共施設マネジメントの取組として、公共施設の最適化と計画的保全に努め、市民

が将来にわたり良好な環境で施設を利用できるよう努めます。 

・老朽化が進むインフラ（道路・公園等）を長期にわたり安全に管理していくため、

インフラマネジメント計画に基づき、推進します。 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

公共施設の市民 

1人当たりの 

延床面積 

㎡/人 

現状維持 

2.52 2.49 2.48 2.60 2.53 2.54 

 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 

② 

公園や都市緑化で 

緑あふれるまちと 

しての市民満足度 

％ 

74.0 

70.3 70.0 70.6 71.1 68.3 66.0 

 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ 

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【令和元年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①第２次府中市公共施設マネジメント推進プランに基づき、各施設において、最適化と計画

的保全の取組を着実に実施し、順調に進捗している。特に、当該プランで定める、市民保養

所「やちほ」と八ケ岳府中山荘、生涯学習センターの宿泊施設を対象とするモデル事業３「宿

泊機能・サービスの今後の在り方」については、有識者や公募市民等で構成する検討協議会

から受理した報告書を踏まえ、基本方針の策定に向けて関係課や関係団体等と協議・調整を

行った。また、保育所と学童クラブ、子育て支援センター「たっち」を対象とするモデル事

業４「包括管理業務委託による公共施設の維持・保全」については、試行的に実施し、次年

度以降に向けて効果の検証を行った。 

 

②インフラマネジメント計画（２０１８年度）の短期計画（平成３０年度から令和３年度）

の進捗状況は、６３件の取組の内、運用している件数が１０件増加し４６件となり、運用に

向け検討を進めている件数は３件増加し、１５件となった。このことにより、未着手は、２

件となっている。 

また、具体的な取組は、インフラの老朽化対策として、擁壁などの大型構造物の点検、橋り

ょうの補修、道路等包括管理事業（北西地区）の中間評価及び次期同事業の運用方針（案）

の作成を行った。 

街路樹や公園樹木については、引続き、安全性の確保、健全な育成、良好な環境と景観形成

のため、剪定、間引き、枯損木の伐採など、適切な維持管理に努めた。 

Ｂ 
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  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

【５年間（平成２７年度～令和元年度）の事業の総括】 

担当課 

評 価 

①第１次府中市公共施設マネジメント推進プランにおいて、最適化と計画的保全の取組を進

めていく中で、府中グリーンプラザは施設の廃止後、民間活力の導入として、民間事業者に

施設の譲渡を行い、新たな活用を図ったほか、府中駅周辺の公共施設の機能を整理し、集約

等を行った。また、学校プールの地域開放や、地域プールの廃止の決定も行った。 

平成２９年度末に第１次推進プランの計画期間が満了したことに伴って、第２次推進プラン

を策定し、継続的に最適化と計画的保全の取組を進めた。第２次推進プランでは、モデル事

業３「宿泊機能・サービスの今後の在り方」のほか、モデル事業４「包括管理業務委託によ

る公共施設の維持・保全」に取り組み、公共施設における最適化と計画的保全の取組を進め

ることができた。なお、ＫＰＩの実績値については、現状よりも高くなっているが、今後、

矢崎幼稚園や市営第二の二本町住宅など、廃止後も現存している施設の解体等を行うこと

で、数値は下がるものと見込んでいる。 

 

②インフラマネジメントシステムの導入による情報基盤の整備、道路等包括管理事業の試行

による官民連携の推進、道路法の改正などの社会情勢の変化に対応するためインフラマネジ

メント白書（２０１７年度）の作成及びインフラマネジメント計画（２０１８年度）の策定

などを行い、同計画における短期計画の取組６３件のうち運用が４６件、検討中が１５件、

未着手が２件となり、目標達成に向け早期に推進できている。 

また、市内の緑を適切に維持管理するため、街路樹の管理方針の作成及び緑の基本計画の改

定を行った。 

Ａ 

【令和２年度における取組など】 

①引き続き、第２次推進プランに基づく、各施設における最適化と計画的保全の取組の進捗状況を管理し

ていく。モデル事業３「宿泊機能・サービスの今後の在り方」では、基本方針の策定に向けて、引き続き、

関係課及び関係団体と調整を行う。モデル事業４「包括管理業務委託による公共施設の維持・管理」では、

試行期間の中で効果の検証を行うほか、対象範囲や業務範囲等に係る様々な検討を行う。 

また、令和３年度末に第２次推進プランの計画期間が満了することに伴い、継続的に公共施設マネジメン

トに取り組むための次期推進プランを作成する必要があるため、その準備として、公共施設の利用状況や

コスト状況を集計・分析した公共施設マネジメント白書を作成する。 

 

②インフラマネジメント計画（２０１８年度）の未着手２件の検討を行うほか、令和３年度からの道路等

包括管理事業の本運用に向け、市全域を３地区に分割しての受注候補者の選定、業務の効率化及び官民連

携の推進を目的としたデジタル技術の活用検討、道路舗装長寿命化修繕計画の策定、歳入の確保、維持管

理など公園の在り方の比較検討など、インフラマネジメントの推進を図る。 

また、街路樹の管理方針及び昨年度に改定した緑の基本計画２０２０に基づき、引き続き、緑の保全や景

観に配慮し、街路樹や公園樹木の適切な維持管理を行う。 
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３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

① ＫＰＩ公共施設の市民 1人当たりの延床面積については、元年度は 2.54㎡/人と

現状を維持しており順調な推移と評価される。また、第 2次府中市公共施設マネ

ジメント推進プランの進行度合いについては、順調な進捗状況である。特に、市

内 3箇所の宿泊施設を対象としたモデル事業 3「宿泊機能・サービスの今後の在

り方」については協議会での検討・協議もまとまり、検討協議会から受理した報

告書を踏まえた基本方針の策定についての協議・調整も行っており、今後の具体

的な事業の検討・立案に向けた活動等が期待されるところである。また、保育所

と学童クラブ、子育て支援センター「たっち」を対象とするモデル事業 4「包括

管理業務委託による公共施設の維持・保全」についても、試行実施および効果検

証も行っており、公共施設の最適化と計画的保全についての取組の進捗状況は良

好に推移していると評価される。 

② インフラマネジメント計画については、63 件の取組の内、未着手が 2 件のみと

なっていること、インフラ老朽化対策等様々な具体的な取組が実施されているこ

とから、順調な進行度合いと評価される。反面、ＫＰＩ公園や都市緑化で緑あふ

れるまちとしての市民満足度が 66.0 と年々低下しており、目標達成は難しい。

市民の満足度向上にむけた取組の改善・工夫が必要である。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：令和元年度） 

 

基本目標 ４ 地域とつながる安心な暮らしの確保 

基本的方向 ２ 地域コミュニティの活性化 

具体的な施策 ① 地域交流・活動の促進 

主担当課 地域コミュニティ課、協働推進課、指導室 

施策概要 

・高齢者の社会的な孤立を防ぐとともに、子どもや学生が地域づくりに関わる機会を

持てるよう、幅広い世代の交流を促進し、地域社会を支える共同体の機能を深めま

す。 

・相互友好協定を結んでいる東京外国語大学及び、東京農工大学及び明治大学をはじ

め、市内の企業や市民活動団体等と連携することで、地域課題を市と市民が協働し

て解決する体制の整備を目指します。 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

各文化センター圏域

でのコミュニティ 

事業参加者数 

人 

231,000 

222,427 228,575 238,754 236,873 228,588 182,514 

 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ 

② 

市と大学や企業等が

協働実施している 

事業数 

事業 

現状値以上 

59 56 41 43 54 55 

 Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ 

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【令和元年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①地域の特色を活かした各種行事を、地域の人々が参加しやすい工夫を凝らしなが

ら市民と協働し実施することができた。圏域ごとの課題への対応については、他セ

ンターの成功事例を参考にし、改善を試みている。 

事業参加者数の減少は、地域まつり開催時期の悪天候や台風 19号の上陸による事業

の中止、また年度末の新型コロナウイルス感染拡大により事業が中止になったこと

による。 

 

②大学との連携については、市内の大学や協定を結んでいる市外の大学と継続して

協働事業を実施し、良き協働のパートナーとなっている。企業との連携については、

新たな企業と包括協定を締結し、従来から締結している企業と併せて庁内に活用を

促す取組を実施した。 

 

Ｂ 

【５年間（平成２７年度～令和元年度）の事業の総括】 

担当課 

評 価 

①各地域の特色を活かした圏域住民のニーズを勘案した事業を企画、実施すること

ができた。コミュニティ協議会は自治会・ＰＴＡ・青少対をはじめ、市民活動の中

心的な団体で構成されているため、協議会主催の事業を協働で実施していくことに

より、地域の結束力を高め、災害時にも共助できる人間関係の形成につながってい

る。コミュニティ協議会の存在と協議会が展開する事業が、人間関係が希薄になる

現代社会において、地域の繋がりを強化する役割を担っている。 

協議会委員の高齢化、固定化の傾向がみられる点と参加者数が横ばい状態になって

いる点が憂慮されるが、近年は消防署や地域包括支援センター、防犯協会、社会福

祉協議会など幅広い組織の協力もあり、コミュニティ事業のさらなる発展につなが

ると考えている。 

 

②大学との連携については、市内の大学等と継続的に協働実施を行えており、良き

協働のパートナーとしての関係を築けている。企業との連携については、個別協定

や包括協定を締結している企業等と連携して事業を実施している。包括協定締結企

業も３企業に増えており、庁内に活用を促す取組も実施した。 

Ｂ 
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【令和２年度における取組など】 

①各コミュニティ協議会が計画していた事業は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、年度当

初から軒並み実施できない現況であるが、「新しい生活様式」を考慮しながら、従来とは違う事業

展開の方策を講じ、将来的に継続して取り組む必要がある。 

 

②大学との連携については、引き続き、市内の大学や過去からの協働実施している大学と事業を

実施する。企業との連携については、引き続き、個別協定や包括協定を締結している企業等と事

業を実施するとともに、事業内容の更なる充実のため、新規開拓を含めて実施していく。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

①について、事業参加者数の大幅減（前年比：-46,074人）は新型コロナウィルス

と悪天候（含：台風 19号等）が影響していると推察される。前者に関しては当面の

間、終息の目途が立たない状況下にあり、“ウィズ・コロナ”の観点から 3密回避な

ど十分な対策を施したうえでの事業開催のあり方の検討が重要となる。こうした対

応が遅れた場合、事業参加者数に留まらず事業数の大幅減の可能性もありえるので

喫緊の対応を期待したい。これと併せて、コミュニティ協議会委員の世代交代など、

事業の次世代への継承に向けた運営面での取り組みへの着手にも期待したい。 

➁については、昨年度からも 1 事業増加しており、急激な減少（－15 事業減）と

なった H28 以降、事業数が継続的に増加傾向にある点は高く評価できる。また、昨

年度に指摘した企業等との連携数が増加している点も評価に値する。しかし、次年

度は、新型コロナウィルスによる影響を極力回避するため、3密回避を基本方針とし

つつ様々な観点（事業内容、開催方法など）から対策を講じることが必要である。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：令和元年度） 

 

基本目標 ４ 地域とつながる安心な暮らしの確保 

基本的方向 ２ 地域コミュニティの活性化 

具体的な施策 ② 空き家などの活用 

主担当課 環境政策課 関連課 住宅課、地域コミュニティ課 

施策概要 
・空き家や空き店舗などは、地域活動に活用できる重要なストックであることから、

これらを有効活用し、地域コミュニティ拠点の整備などを目指します。 

 

１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ１年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

空き家等を活用した

コミュニティ活動 

事例 

人 

実施 

未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 

 Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ 

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【令和元年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

・令和元年度は、空き家の発生予防や空き家の利活用・適正管理を市民に周知・啓

発するため、空き家の適正管理や実家の相続等に関するセミナーを１回、空き家の

適正管理に係る啓発用ＤＶＤを用いた勉強会を３回開催し、合計８０名の参加があ

った。また、セミナー終了後に実施した個別相談会には１３組の参加があった。 

・空き家を所有する市民等からの賃貸・売買・適正管理等の様々な相談に適切に対

応するため、関係機関と連携した相談体制を令和２年度から設けられるよう準備を

進めた。 

Ｂ 

【５年間（平成２７年度～令和元年度）の事業の総括】 

担当課 

評 価 

・平成２７年５月に空家等対策の推進に関する特別措置法が全面施行され、本市に

おいても平成２８年度より「府中市空家等対策協議会」を設置・運営するとともに、

平成３０年度を初年度とする「府中市空家等対策計画」を策定し、本市の空き家対

策の基本方針の制定や実施体制の確立など、空き家対策の推進を図ってきた。 

・空き家の利活用・適正管理に係るセミナー・個別相談会等を継続的に実施するこ

とにより、多くの市民にその重要性を周知・啓発することができた。 

・空き家の有効活用による地域コミュニティ拠点の整備については、他自治体での

実施例などを参考に検討を行っている。 Ｂ 

【令和２年度における取組など】 

・空き家の利活用について、府中市空家等対策計画に則り、空き家対策は所有者等による自己管

理にあるという原則との整合を図りながら進めていく。 

・空き家の利活用・適正管理に係るセミナー・相談会を引き続き実施し、市民の空き家に関する

理解を深め、利活用等につなげていく。 

・空き家の賃貸・売買・適正管理等の相談に対し、関係機関と連携した相談体制により適切に対

応する。 

・空き家を地域資源として活用できるよう、地域コミュニティにおける人材と空き家をマッチン

グする具体的な手法について検討を行う。 

 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 
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３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・空き家の発生予防や空き家の利活用・適正管理を市民に周知・啓発するためのセ

ミナーや勉強会・個別相談会を継続して開催していることを評価する。 

・空き家を所有する市民等からの様々な相談に適切に対応するため、関係機関と連

携した相談体制を令和２年度から設けられるよう準備を進めているとのこと、今後

の継続した相談サポートに期待したい。 

・空き家を地域資源として活用できるよう、地域コミュニティにおける人材と空き

家をマッチングする具体的な手法について検討していることも今後の評価として期

待できる。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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